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（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

〇
大
野
川
水
系
大
野
川
、
乙
津
川
、
判
田
川

及
び
立
小
野
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区

域
並
び
に
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る

水
深
及
び
浸
水
の
継
続
時
間
を
定
め
た
件

（
同
七
九
）

〇
番
匠
川
水
系
番
匠
川
、
堅
田
川
、
井
崎
川

及
び
久
留
須
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区

域
並
び
に
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る

水
深
及
び
浸
水
の
継
続
時
間
を
定
め
た
件

（
同
八
〇
）

〇
小
丸
川
水
系
小
丸
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想

定
区
域
並
び
に
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ

れ
る
水
深
及
び
浸
水
の
継
続
時
間
を
定
め

た
件
（
同
八
一
）

〇
肝
属
川
水
系
肝
属
川
、
串
良
川
、高
山
川
、

姶
良
川
及
び
下
谷
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想

定
区
域
並
び
に
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ

れ
る
水
深
及
び
浸
水
の
継
続
時
間
を
定
め

た
件
（
同
八
二
）

〇
球
磨
川
水
系
球
磨
川
、
前
川
、
南
川
及
び

川
辺
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
並
び

に
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
及

び
浸
水
の
継
続
時
間
を
定
め
た
件

（
同
八
三
）

〇
菊
池
川
水
系
菊
池
川
、
合
志
川
、
繁
根
木

川
、
木
葉
川
、
岩
野
川
、
迫
間
川
及
び
上

内
田
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
並
び

に
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
及

び
浸
水
の
継
続
時
間
を
定
め
た
件

（
同
八
四
）

〇
矢
部
川
水
系
矢
部
川
及
び
飯
江
川
に
係
る

洪
水
浸
水
想
定
区
域
並
び
に
浸
水
し
た
場

合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
及
び
浸
水
の
継
続

時
間
を
定
め
た
件
（
同
八
五
）

〇
嘉
瀬
川
水
系
嘉
瀬
川
及
び
祇
園
川
に
係
る

洪
水
浸
水
想
定
区
域
並
び
に
浸
水
し
た
場

合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
及
び
浸
水
の
継
続

時
間
を
定
め
た
件
（
同
八
六
）

〇
松
浦
川
水
系
松
浦
川
、
徳
須
恵
川
及
び
厳

木
川
に
係
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
並
び
に

浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
及
び

浸
水
の
継
続
時
間
を
定
め
た
件（
同
八
七
）

◇
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
五
四
号
）（
厚
生
労

働
省
）

１

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
に
よ

る
障
害
年
金
等
の
額
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
本

則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

五
五
号
）（
警
察
庁
）

１

給
付
基
礎
額
の
最
低
額
を
八
、
八
〇
〇
円
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
第
二
項
関
係
）

２

扶
養
親
族
た
る
配
偶
者
に
係
る
給
付
基
礎
額
の
加
算

額
を
二
一
七
円
に
引
き
下
げ
、
扶
養
親
族
た
る
子
に
係

る
給
付
基
礎
額
の
加
算
額
を
三
三
三
円
に
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
第
三
項
関
係
）

３

常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て

介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額

を
一
〇
万
五
、
一
三
〇
円
に
、
常
時
介
護
を
要
す
る
状

態
に
あ
り
親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場

合
の
介
護
給
付
の
額
を
五
万
七
、
一
一
〇
円
に
、
随
時

介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て
介
護
を

受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額
を
五
万

二
、
五
七
〇
円
に
、
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り

親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護

給
付
の
額
を
二
万
八
、
五
六
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
の
二
第
二
項
関
係
）

４

平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
〇
年
三
月
三
一

日
ま
で
の
間
は
、
扶
養
親
族
た
る
配
偶
者
に
係
る
給
付

基
礎
額
の
加
算
額
を
三
三
三
円
、
扶
養
親
族
た
る
子
に

係
る
給
付
基
礎
額
の
加
算
額
を
二
六
七
円
（
協
力
援
助

者
に
配
偶
者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
一

人
に
つ
い
て
は
三
三
三
円
）、
そ
の
他
の
扶
養
親
族
に

係
る
給
付
基
礎
額
の
加
算
額
を
二
一
七
円
（
協
力
援
助

者
に
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
た
る
子
が
な
い
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
三
〇
〇
円
）

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
証
人
等
の
被
害
に
つ
い
て
の
給
付
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
五
六
号
）（
法
務

省
）

１

給
付
基
礎
額
の
最
低
額
を
八
、
八
〇
〇
円
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
第
二
項
関
係
）

２

扶
養
親
族
で
あ
る
配
偶
者
に
係
る
給
付
基
礎
額
の
加

算
額
を
二
一
七
円
に
引
き
下
げ
、
扶
養
親
族
で
あ
る
子

に
係
る
給
付
基
礎
額
の
加
算
額
を
三
三
三
円
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
第
三
項
関
係
）

３

常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て

介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額

を
一
〇
万
五
、
一
三
〇
円
に
、
常
時
介
護
を
要
す
る
状

態
に
あ
り
親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場

合
の
介
護
給
付
の
額
を
五
万
七
、
一
一
〇
円
に
、
随
時

介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て
介
護
を

受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額
を
五
万

二
、
五
七
〇
円
に
、
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り

親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護

給
付
の
額
を
二
万
八
、
五
六
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
の
二
第
二
項
関
係
）

４

平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
〇
年
三
月
三
一

日
ま
で
の
間
は
、
扶
養
親
族
で
あ
る
配
偶
者
に
係
る
給

付
基
礎
額
の
加
算
額
を
三
三
三
円
、
扶
養
親
族
で
あ
る

子
に
係
る
給
付
基
礎
額
の
加
算
額
を
二
六
七
円
（
被
害

者
に
配
偶
者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
一

人
に
つ
い
て
は
三
三
三
円
）、
そ
の
他
の
扶
養
親
族
に

係
る
給
付
基
礎
額
の
加
算
額
を
二
一
七
円
（
被
害
者
に

配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
で
あ
る
子
が
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
三
〇
〇
円
）
と
す

る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
五
七
号
）

（
総
務
省
）

１

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
対
す
る
損
害
補
償
に
係
る
補

償
基
礎
額
に
つ
い
て
、
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
扶
養
親

族
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
加
算
額
を
改
定
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
二
条
第
三
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
害
給
付
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

五
九
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

給
付
基
礎
額
の
基
本
額
を
八
、
八
〇
〇
円
に
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
第
一
項
関
係
）

２

扶
養
親
族
た
る
配
偶
者
に
係
る
給
付
基
礎
額
の
加
算

額
を
二
一
七
円
に
引
き
下
げ
、
扶
養
親
族
た
る
子
に
係

る
給
付
基
礎
額
の
加
算
額
を
三
三
三
円
に
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
第
二
項
関
係
）

３

常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て

介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額

を
一
〇
万
五
、
一
三
〇
円
に
、
常
時
介
護
を
要
す
る
状

態
に
あ
り
親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場

合
の
介
護
給
付
の
額
を
五
万
七
、
一
一
〇
円
に
、
随
時

介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て
介
護
を

受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
給
付
の
限
度
額
を
五
万

二
、
五
七
〇
円
に
、
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り

親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護

給
付
の
額
を
二
万
八
、
五
六
〇
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
の
二
第
二
項
関
係
）

４

施
行
日
か
ら
平
成
三
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
間

は
、
扶
養
親
族
た
る
配
偶
者
に
係
る
給
付
基
礎
額
の
加

算
額
を
三
三
三
円
と
、
扶
養
親
族
た
る
子
に
係
る
給
付

基
礎
額
の
加
算
額
を
二
六
七
円
（
協
力
援
助
者
に
配
偶

者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い

て
は
三
三
三
円
）
と
、
そ
の
他
の
扶
養
親
族
に
係
る
給

付
基
礎
額
の
加
算
額
を
二
一
七
円
（
協
力
援
助
者
に
配

偶
者
及
び
扶
養
親
族
た
る
子
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
三
〇
〇
円
）
と
す
る

こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
三
項
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
政
令
第
五
八
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

休
業
補
償
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
補
償
基
礎

額
の
扶
養
親
族
に
係
る
加
算
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
第
三
項
関
係
）

２

介
護
補
償
の
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六

条
の
二
第
二
項
関
係
）

３

休
業
補
償
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
補
償
基
礎

額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
九
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
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